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定期監査結果の公表について

このことについて、下記のとおり公表します。

記

１ 宮崎市監査基準への準拠

宮崎市監査基準に準拠し、監査を実施した。

２ 種類

地方自治法第 199条の規定に基づく定期監査

３ 対象

地域振興部所管の公民館 7館（木花、住吉、大淀、大宮、本郷、大塚、生目南）及び青島地

区交流センターの令和3年度の財務に関する事務の執行

４ 着眼点

別紙に掲げる着眼点について、監査を実施した。

５ 主な実施内容

財務に関する事務の執行が適正かつ効率的に行われているか、関係帳簿及び書類の照合・確

認を行うとともに、関係職員から説明を聴取し実施した。

６ 実施場所及び日程

実施場所 各施設の事務室等及び監査室

日 程 令和4年 4月 18日から令和 4年 6月 24日まで

７ 結果

上記のとおり監査した限りにおいて、おおむね適正かつ効率的に執行されていると認めた。

なお、公民館等の使用料算定に係る事務において、検討を要する事項があったことから、以

下のとおり意見を付す。

【意見】

（地域振興部：地域コミュニティ課）

公民館条例第７条に規定する「その他の公民館」の大集会室の床面積の3分の 2を使用す

る場合における使用料について、同条例別表第３の備考には、使用面積が3分の 2のときの

算定に係る規定がなく、現状、備考第 1項第 2号の「3分の 1以下のとき」を用いた運用が

なされている。また、交流センターの多目的ホールなど、他の施設においても同様の運用が

見受けられ、利用者にとって分かりづらいものとなっているため、運用と規定との整合が図

れるよう、関係規定の整備も含めて検討されたい。




